
概　　説

耐震設計では，地震による構造物の振動や破壊の進展，地盤の振動や液状化，構造物と地盤
の相互作用といった複雑な現象を取り扱う．それらの予測に当たり，動的解析や非線形解析，
液状化解析などの様々な解析手法が駆使されるが，単に解析プログラムを使うことができれば，
すなわち耐震設計ができる訳ではない．それぞれの現象をきちんと理解し，目的に応じて適切
に予測手法を使い分けるとともに，得られた計算結果が妥当であるかを判断しなければならな
い．また，実務では動的な現象である地震応答を静的な力の釣り合いの問題として扱う場合や，
基準・指針類に基づき各種の簡易評価式を用いる場合も多いが，設計対象とする構造物に適用
してよいかを見極める必要がある．

本書は，主に比較的経験が浅い技術者が実務に携わるに際し，耐震設計の体系的かつ本質的
な理解を得ることを目的としている．本書の基礎編に当たる「実務に役立つ耐震設計入門 
-2022年改訂版 - 」では，耐震設計の体系および基準変遷，ものの揺れ方，耐震構造計画，土
木構造物の耐震設計の基礎知識，地盤の動的性質と地盤振動，地震時の地盤応答と応答解析の
基礎知識といったテーマを扱った．本書では実践編として，１．地震動の特性と設計地震動の
評価，２．地盤の液状化・側方流動の評価・解析法，３．地中構造物の耐震設計法，４．地上
構造物の耐震設計法，５．基礎の耐震設計法，６．既設構造物の耐震診断・耐震補強をテーマ
に，さらに設計的に踏み込んだ内容を扱う．各章の執筆は第一線で活躍する技術者・研究者が
担当し，過去の被害事例，耐震設計の基本的な考え方，代表的な評価手法，実務上の留意点な
どについて解説する．今回の改訂では，耐震設計の本質をさらに理解しやすいよう内容を一部
見直し，また最新の基準・指針類や研究成果に基づく知見を反映するなど，より実務に役立て
ていただけるよう配慮した．

地震工学委員会地震防災技術普及小委員会では，毎年，「土木学会による実務者のための耐震
設計入門」のセミナーを基礎編と実践編の２回に分けて実施している．このうち，実践編では
本書の執筆担当者による講義を予定しているので，ご参加いただき耐震設計への理解をより一
層深めていただけると幸いである．
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第1章　地震動の特性と設計地震動の評価
［ 担当：倉橋 奨 ］
地震動は，震源断層や伝播経路，表層の地盤特性などの様々な影響を受けて，構造物の建設

地点へと到達する．本章では，これらの地震動の特性に触れた上で，耐震設計のインプットと
なる設計地震動について，その種類や作成方法，実務において設計地震動を選定する際の留意
点などを解説する．今回の改訂では，最新の基準・指針類を反映するとともに，近年発生した
地震による地震動についての解説を加えている．

第2章　地盤の液状化・側方流動の評価・解析法
［ 担当：福武 毅芳 ］
地震により地盤が液状化すると，地盤自体の応答が変化するのは勿論，地盤上あるいは地盤

中に設置された構造物の応答にも影響を及ぼす．最近では，液状化が発生するか否かを考える
従来の液状化判定に加え，液状化時の地盤や構造物の挙動を予測し，設計や対策工の検討に活
用する機会も増えている．本章では，液状化現象について述べた上で，液状化の判定方法，地
盤変形や側方流動に関する予測式，有効応力解析などによる詳細な予測手法，対策工法などを
解説する．

第3章　地中構造物の耐震設計法
［ 担当：梅林 福太郎 ・ 鍬田 泰子 ］
本章では，トンネルや埋設管路，地下駐車場などの地中構造物の耐震設計を扱う．地中構造

物は地震時に周囲の地盤と互いに影響し合いながら応答するが，耐震設計ではその相互作用を
いかに考慮するかがポイントとなる．本章では，地中構造物の被害事例や耐震設計の基本的な
考え方について解説し，検討事例を紹介する．また，水道やガスなどのインフラが被災した場
合に影響範囲を限定し，早期に復旧させるためのシステムとしての地震対策についても解説す
る．

第4章　地上構造物の耐震設計法
［ 担当：栗林 健太郎 ］
本章では，橋梁をはじめとする地上構造物の耐震設計を扱う．主に橋梁を念頭に，耐震設計

の基本的な考え方，鉄筋コンクリート構造および鋼構造の照査方法，免震構造・制震構造の考
え方などについて解説するが，より普遍的な内容を盛り込むことで，橋梁以外の様々な地上構
造物にも対応できるよう配慮している．今回の改訂では一部構成を見直すとともに，基準・指
針類に記載の式や値が決められた背景や実務における留意点についての解説を加えている．



第5章　基礎の耐震設計法
［ 担当：黒田 武大 ］
本章では，構造物の基礎を対象に，特徴的な被害事例，耐震設計の基本的な考え方，代表的

な評価手法などを解説し，具体的な検討事例を紹介する．今回の改訂では内容を一新し，基礎
の耐震設計の本質を理解する上で重要な基礎と地盤の相互作用や動的解析に関する説明を充実
するとともに，静的解析に関しては適用上の留意点について事例を交えて解説した．また，筆
者が実務でよく直面するが，載っている教科書類が意外に少ないと思われる内容についても触
れるようにした．

第6章　既設構造物の耐震診断・耐震補強
［ 担当：久末 賢一 ・ 佐々木 智大］
既設構造物の耐震補強では，多くの候補の中から対象構造物を絞り込み，各々の制約条件に

合った補強方法を適切に選定する必要がある．本章では，耐震診断・耐震補強の基本的な考え
方を解説し，橋脚などの上部構造物，基礎・地中構造物，付帯構造物について，過去の被害状
況や具体的な耐震補強事例を紹介する．今回の改訂では，ロッキング橋脚を有する橋梁の耐震
補強，地下水位低下工法，付帯構造物の耐震補強などに関する記載を追加した．
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